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れを基礎資料として、学生のボランティア活
動を活性化するための支援策を検討した。
Ⅱ　調査の概要
　2009年「トキめき新潟大会」（第９回全国障
害者スポーツ大会）選手団サポートボラン
ティア
1 ）
に参加し、各都道府県及び政令指定都
市の選手団の送迎、誘導、介助、練習の手伝
い、応援、市内観光など大会期間中は常に選
手と一緒に行動をしながら献身的にサポート
をしていた新潟青陵大学・新潟青陵大学短期
大学部（以下短大と略す）学生133人を対象に
アンケート調査（調査票配布、自記入後回収）
を行った。
　調査内容は、基本属性として性別及び学年、
ボランティア活動（経験の有無、今回参加の
きっかけ、活動に関連したニーズ）について、
障害者に対する意識について等である。障害
者に対する意識の質問項目は、先行研究（田
中ら
2 ）
、松本ら
3 ）
、山田
4 ）
、長岡ら
5 ）
）を参考に独自
Ⅰ　はじめに
　今日、ボランティア活動は幅広い分野にお
いて活発に展開されている。ボランティア活
動の種類、内容、場所、参加者の年齢や性別、
支援団体等も実に多様である。我が国におい
ては、1995年の阪神・淡路大震災をきっかけ
に、その後度重なる自然災害時に全国各地か
ら集まってきたボランティアの活躍で、市民
のボランティア活動に対する関心が高まって
きたといっても過言ではない。このような状
況で、ボランティア活動に関する様々な研究
が行われている。しかし、ボランティア活動
による障害者に対するイメージの変化に関連
する研究は乏しい状況である。そこで、本研
究では、2009年に新潟県で開催された第９回
全国障害者スポーツ大会における選手団サ
ポートボランティアの参加者を対象に、ボラ
ンティア活動の参加前後における障害者に対
する意識の変化及び学生のボランティア活動
の現状とニーズを明らかにするとともに、こ
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ポートボランティアを募集することを知って」
が59.4%、「自分の意思」が56.6%で高い割合を
占めていた。次に「友人、先輩、後輩の誘い」
が21.7%、「障害者スポーツへの関心」が12.3%
となっていた。一方、低かったのは、「学校
の教員の勧め」、「障害者との交流」、「家族・
親族の勧め」、「テレビ、ラジオ、新聞、ポス
ターなどの広告をみて」であり、合わせても
全体の１割に満たなかった。今回のボラン
ティア活動への参加は、他人の勧めより自発
的なものであって、案内や情報提供・募集な
どの組織的活動が主たるきっかけになってい
たと考えられる。
⑶　ボランティア活動に対する意識―活動は
楽しく、誰もが参加できる―
　ボランティア活動に対する意識については、
「活動は楽しい」29.1%、「誰にでも参加でき
る」20.7%、「新しい仲間ができる」20.4%で
あった。ボランティア活動は楽しく、特定の
人だけではなく、専門的知識と技術を必ずし
も持っていなくても参加できると認識してい
ることがわかった（図１）。 
に６項目を設定し、「１．そう思う」から
「５．そう思わない」の５件法で回答を求め
た。調査期間は2010年２月５日～２月12日。
有効回収は107件（回収率80.4 %）である。
データの分析には統計分析ソフトSPSS17.0を
使用し、クロス集計を行った。
　倫理的配慮としては、対象者に研究目的、
研究への参加は自由意思によること、研究結
果を公表することを文書および口頭で説明し、
同意を得た。
Ⅲ　調査結果
１．「調査対象者の属性」
　　―９割以上が女子学生―
　男女比率は男子学生4.6%、女子学生95.4%で
あった。学年は、大学３年生が29.0%で最も多
く、短大１年生18.7%、大学２年生と大学１年
生が各々17.8%、大学４年生10.3%、短大２年
生6.5%であった。
２．「ボランティア活動」について
⑴　ボランティア活動経験の有無―７割以上
の学生がボランティアの経験がある―
　「選手団サポートボランティア」に参加す
る以前のボランティア活動の経験の有無につ
いては、「１回～２回だけの単発的なボラン
ティア活動に参加したことがある」が全体の
48.1%と最も多く、「定期的なボランティア活
動に参加したことがある」24.5%と合わせると
全体の７割以上が何らかのボランティア活動
を経験していることが明らかになった。「関心
はあったが実際に参加したのは初めてであ
る」27.4％で全体の約３割は今回のボランティ
アが初体験であった。
⑵　ボランティア活動参加のきっかけ―多く
の学生が自分の意思で参加―
　選手団サポートボランティアに参加した
きっかけは（複数回答）、「学校で選手団サ
図１　ボランティア活動に対する意識（複数回答）
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（内容）別にみると、「学校の実習」25.8%と
「ボランティア活動」24.2%が全体の5割を超
える高い割合を占めていた。その他の項目で
は、「個人的な付き合い」16.1%、「学校行事」
9.7%、「サークル活動」7.3%となっていた。多
くの学生が大学または短大入学後に実習やボ
ランティア活動を通じて、障害者・児と関
わっていたことが明らかになった。
⑵　障害者に対する意識の変化（ボランティ
ア参加前後の比較）
　①「近寄りがたいと思う」について
　今回のボランティア参加前後における障害
者に対する意識を比較してみると、「ややそう
思う」が参加前34.6%から参加後4.7%へと激減
し、「そう思わない」が参加前14.0%から参加
後43.9%へと３倍以上に増加していた（図３）。
　②「常に他者の介助が必要だと思う」につ
　　いて
　参加前に最も多かったのは「ややそう思う」
で32.7%であったが、参加後は「あまりそう思
わない」45.7%、「そう思わない」29.5%と大き
な変化がみられた（図４）。
　
⑷　ボランティア活動に対するニーズ―授業
欠席への配慮を希望―
　これからボランティア活動を行う上で、大
学や教員に支援してほしいことについては、
「授業欠席への配慮」28.3%が最も多く、他の
項目と約10～20ポイントの差がみられた。続
いて、「ボランティアに関する情報提供」19.1%、
「ボランティア活動に参加できる機会づくり」
18.0%、「経済的支援（交通費や食事代など）」
16.9%、「ボランティアに関するアドバイス」
11.0%、「ボランティアに関する講演会・研修
会・イベントなどの開催」6.6%となっていた
（図２）。
３．「障害者に対する意識」について
⑴　障害者・児との関わりの有無―７割以上
の学生が関わった経験がある―
　「選手団サポートボランティア」に参加す
る以前の障害者・児との関わりの有無につい
ては、「あり」71.0%と「なし」29.0%となって
いた。また、「あり」と答えた学生が障害者・
児と関わった時期については、「大学または短
大入学後」30.3%と「小学生」29.5%が中心と
なっていた。次いで「中学生」22.0%で、この
３項目を合わせると全体の８割以上を占めて
いた。さらに、障害者・児と関わった機会
図２　ボランティア活動に対するニーズ（複数回答）
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図３　近寄りがたいと思う（参加前後別）
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　⑤「障害者の立場になって考えようと思う」
　　について
　参加前から「そう思う」27.1%、「ややそう
思う」38.3%が高い割合を占めていたが、参加
後には「そう思う」が53.3%と倍増し、「やや
そう思う」26.2%と合わせて約８割を占めてい
た。その一方で、「そう思わない」も参加前
4.7%から参加後8.4%に増加していた（図７）。
　⑥「困っている障害者に声をかけたり手助
　　けしようと思う」について
　参加前は「そう思う」13.1%、「ややそう思
う」29.9%、両者を合わせて43%であったが、
参加後は「そう思う」41.1%、「ややそう思う」
30.8%とどちらも増加し、合わせて71.9％と
なっていた（図８）。
　③「我慢強いと思う」について
　参加前後ともに「どちらとも言えない」が
高い割合を占めていた。「そう思う」・「やや
そう思う」の割合については、参加前には
1.9%・17.8%だったものが、参加後には12.3%・
22.6%となり、合わせて34.9%と増加していた。
その一方で、「そう思わない」も参加前3.7%か
ら参加後9.4%に増加していた（図５）。
　④「障害がない人と変わりないと思う」に
　　ついて
　参加前には「そう思う」9.4%、「ややそう思
う」18.9%、合わせて28.3％であったのに対
し、参加後は両者を合わせて57.6%となり約30
ポイント高くなっていた。その一方で、「そう
思わない」も参加前4.7%から参加後12.3%と３
倍弱に増加した（図６）。
図４　常に他者の介助が必要だと思う（参加前後別）
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図６　障害がない人と変わりないと思う（参加前後別）
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図５　我慢強いと思う（参加前後別）
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図７　障害者の立場になって考えようと思う（参加前後別）
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に、イベントボランティアという一過的な関
わりであっても、障害者に対する意識や態度
が肯定的に変化していることから、ボラン
ティア活動は、障害者と健常者の共生社会を
実現するための一助となることが期待され
る。
　ボランティア活動に対する受けとめは、楽
しく誰もが参加できるというものであり、活
動を通して新しい仲間が出来るという期待や
喜びを感じていた。しかし、学生がボラン
ティア活動を行おうとする際、障壁も存在す
る。それには授業の忙しさ、アルバイトとの
両立、活動のきっかけがないこと、経済的負
担が伴うこと、精神的・体力的自信の無さ等
があると言われている。本調査におけるボラ
ンティア活動に対するニーズとしても授業欠
席への配慮が最も多く、参加するための情報
提供やきっかけづくり、経済的支援などもあ
げられている。従って、ボランティア活動に
関心を抱いて終わることなく、行動化できる
ための支援体制を整える必要がある。中でも、
授業欠席への配慮と経済的支援の有無は活動
参加の可否に直結する要因である。また、今
後、定期的なボランティア活動に対する単位
認定が行われれば、ボランティア活動が一層
促進される可能性がある。大学・短大教育に
おけるボランティア活動の意義と位置づけを
明らかにし、カリキュラムを検討することも
今後の課題である。
Ⅴ　結論
　ボランティア活動の経験がある学生が多い
こと、実習やボランティア活動が障害者・児
と接する機会となっていること、ボランティ
ア活動への参加により障害者に対する意識が
ポジティブに変化したことが明らかになっ
た。直接的交流で障害者に対する理解が深ま
り、試行錯誤と発見が次なるボランティア活
動への関心を生み出していると考えられた。
Ⅳ　考察
　この調査の目的は、障害者とボランティア
に対する学生の意識変化を明らかにすること
にある。しかし、今回の選手団サポートボラ
ンティア活動を経験していない学生との比較
を行っていない点や、ボランティア活動の対
象が障害者に限定されているという点で限界
がある。また、障害者に対する意識の質問項
目が、親和性・行動・生活能力のみで性格や
感受性などの因子がなかったこと、自由記述
欄を設けなかったことから、障害者に対する
意識の全体像が導出されたとは言い難い。障
害の種類や程度による意識の差異についても
同様である。しかしその中でも、ボランティ
ア活動への参加により、障害者に対する意識
が大きく変化したことが明らかになった。障
害者に対する意識は、障害者との関わり経験
の有無を問わず、ポジティブな方向に、或い
は障害がない人と変わらないという認識に変
化していた。これは、競技練習や大会本番だ
けでなく、日常性が現れやすい食事や移動な
どの場面を通して、その人なりの考えを持ち、
自立して生活を営んでいることがわかり、人
間としての本質は変わらないこと、支援が常
時必要ではないことを実感したためと考えら
れる。イメージとしての障害者像から障害者
の理解に近づいたことに連動して、近寄りが
たさも低減されたと解釈される。このよう
図８　困っている障害者に声をかけたり手助けしようと思う（参加前後別）
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この結果を踏まえ、これから多くの学生がボ
ランティア活動の経験を活かし、高齢者・子
ども・障害者及び地域との関わりを持ちなが
ら充実した学生生活を送ることができるよう
な支援が求められる。
　今後の主体的なボランティア活動の推進に
向けて、自分に適したボランティア活動を選
択できるきめ細やかな情報提供が必要であり、
ボランティアに参加した学生の活動内容や感
想、ボランティアを受けた人々の声を発信す
ることも有用と考えられる。そして、ボラン
ティア活動への関心を行動へと具現化するた
めの研修や試行体験の場の提供など、コー
ディネーターを中心とした支援活動の拡充が
期待されるところである。
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